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福
祉
社
会
が
次
第
に
充
実
し
て
い
く

中
、ン」の
分
野
で
の
初
の
国
家
資
格
、
「社

会
福
祉
士
」が
発
足
か
ら
２０
年
を
超
え
た
。

名
称
は
す
っ
か
り
な
じ
ま
れ
、
ま
た
、
各

地
の
福
祉
関
係
機
関
や
施
設
な
ど
で
働

く
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
京
都
で
の
社

会
福
祉
士
の
現
状
を
、
社
団
法
人
京
都

社
会
福
祉
士
会
に
改
め
て
、
う
か
が
っ
て

み
た
。

絡
、調
整
や
援
助
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
資
格
は
業
務
を
独
占
で
き
る
わ
け
で

は
な
く
、

「名
称
資
格
」
に
留
ま
っ
て
い

る
。
毎
年
■
回
、
国
家
試
験
が
行
わ
れ
て

い
る
。

鏃

師
高
おい期妙眸

は同

幅

醸予
爾
れ
餘
鐸
鰤

だ

肝
３月の倉
者墜
錘
醤
■

ゃ

人
、
滋
賀
■
３
９
人

（厚
生
労
働
省
）
。

第
■
回

（■
９
８
９
年
）
の
受
験
者
数
■

０
３
３
人
、
合
格
者
■
８
０
人
か
ら
、
昨

年
の
第
２２
回
の
受
験
者
４
万
３
６
３
■

人
、
合
格
者
■
万
■
９
８
９
人
へ
と
着
実

に
増
加
し
て
い
る
。

京
都
社
会
福
祉
士
会
は
９８
年
、
日
本
社

会
福
祉
士
会
の
京
都
支
部
と
し
て
発
足
。

０７
年
、
社
団
法
人
に
な
っ
た
。
加
盟
会
員

は
７
４
８
人

（２
月
８
日
現
在
）
、
組
織

率
は
約
２２
％
と
少
な
め
。

「京
都
は
大
学
な
ど
に
福
祉
系
コ
ー
ス

が
多
く
、
資
格
試
験
を
受
け
る
人
が
比
較

的
多
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
資
格

を
取
ら
れ
て
も
就
職
や
仕
事
に
生
か
さ
な

い
ま
ま
の
人
も
、
か
な
り
あ
り
ま
す
。

会
員
の
方
々
は
、
福
祉
機
関
や
団
体
、

講座 広い活動
k_/■■|

ピ屹1'II
感

談

る
て実

際
に
は

「福
祉
な
ん
で
も
相
談
」
を

京
都
市
内
と
府
南
部
で
、
各
月
■
回
、
開

催
す
る
の
を
は
じ
め
成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
の
受
任

（年
間
３
０
０
件
以
上
）

や
相
談
、
講
座
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
つ
い
で
介
護
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
第
三
者
評
価
を
実
施
し
た
り
、
介
護

保
険
認
定
審
査
会
の
委
員
の
推
薦
や
、

福
祉
に
つ
い
て
研
修
会
の
開
催
や
講
師

派
遣
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
ほ
ど
府
が
始
め
た

「ま
な
び
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
へ
社
会
福
祉
±
１４
人
を
推
薦
し

た
。「福

祉
士
会
で
は
多
く
の
人
が
知
り
合

い
、
情
報
の
交
換
と
と
も
に
横
の
つ
な
が

り
が
で
き
ま
す
。
地
域
や
職
場
を
超
え
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
の
で
、
若
い

世
代
の
入
会
を
勧
め
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
刺
激
し
合
う
な
か
か
ら
、
地
域
福
祉
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
道
が
見
え
て
く
れ

ば
」と
、同
事
務
局
長
は
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
６
月
４
、
５
日
に
、
第
１９

回
日
本
社
会
福
祉
士
会
全
国
大
会
・
同
学

会
が
、
初
め
て
京
都
市
の
み
や
こ
め
っ
せ

地域や職場を超えて交流する京都社会福祉士会青年部の定例会

横
の
連
携
、サ
ポ
ー
ト
の
道
へ

介
護
な
ど
の
施
設
や
学
校
、
大
学
な
ど
で

働
い
て
い
ま
す
。
半
面
、
近
年
は
、　
一

人
で
事
務
所
を
開
き
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
引
き
受
け
る
と
い
う
例
ル
藷

え
て
き
て
い
ま
す
」
と
同
福
祉
士
会
の
膝

憲
之
事
務
局
長
は
、
説
明
す
る
。
同
福

祉
士
会
は
福
祉
に
つ
い
て
の
相
談
、
研
修

を
は
じ
め
、
成
年
後
見
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
と
も

に
地
域
住
民
す
べ
て
の
生
活
を
支
援
す
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
行
政
や
福
祉
機
関
、

団
体
と
の
連
携
、
協
働
に
よ
り
社
会
活
動

へ
参
画
し
、
さ
ら
に
研
修
な
ど
に
よ
り
会

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
し
て
い

で
開
催
予
定

で
、
受
け
入
れ
準
備
が
進
ん

で
い
る
。
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